
◆ ショッピング・グルメ
■ 美術館・劇場
★ 映画館
● ホテル

「とてもよい世界の作り方」

JST 20周年記念フォーラム

未来共創イノベーションを目指して

東京国際フォーラム B7ホール
400人（事前登録制・先着順）

参加申込方法

お問い合わせ

以下URLより事前登録（WEB事前登録制・先着順）が必要です

https://form.jst.go.jp/enquetes/jst20thforum

梶田 隆章
▶東京大学特別栄誉教授・宇宙線研究所長
　（2015ノーベル物理学賞受賞）

Rosa Paula Cuevas ▶国際稲研究所  穀類品質栄養センター（IRRI、フィリピン）
　（農産物に関係する研究者）

モデレータ

パネリスト

山根 一眞
▶ノンフィクション作家

北川 拓也 ▶楽天株式会社  執行役員  データインテリジェンス統括部  ディレクター
　ECカンパニー  CDO（チーフデータストラテジーオフィサー）（研究者・IT企業役員）

遠藤 　謙 ▶株式会社Xiborg代表取締役、ソニーコンピューター  サイエンス研究所
　アソシエイトリサーチャー（競技用・新興国向け義足の開発者・経営者）

Nuwong Chollacoop ▶国立金属材料技術研究センター（MTEC、タイ）
　（エネルギー問題に関わる研究者）

※日英同時通訳レシーバーをご用意しております。

入場
無料

平成28年11月4日
13:00 ～ 16:30（開場12:00）

金

会場

定員

JSTはこれまでiPS細胞や青色発光ダイオードなど、
大学を中心に優れた研究を発掘・支援することに
より日本の研究と経済発展に貢献してきました。
一方、世界では地球温暖化など地球規模の課題
が深刻化し、持続可能な社会の実現には先進国と新興国が共に未来の社会を考える必要があります。
また情報通信技術の発展は産業や市民生活を含む社会全体に影響するとともに、従来、科学技術の成果
を利用してきた市民や企業に、研究開発に参加する新たな機会を生み出しました。
JSTが2016年10月に設立20年を迎えるにあたり、国内外の気鋭のリーダーによる基調講演とパネル
ディスカッションを通じて、これからの20年の未来社会における社会と科学技術のあるべき関係を
3つの視点から考えます。JSTだけでなく日本の研究者集団が時代の変化に適応した、日本全体の
イノベーション・エコシステムが最適なものとなることを目指しています。

社会が参加する研究活動の新たなダイナミズムを実現する
障がい者など多様な立場と共に、イノベーションの芽を創出する
地球規模課題に対応した持続可能な社会を実現する

基調
講演

パネル
ディスカッション

３つの
視点

浅川 智恵子
▶日本IBM株式会社  東京基礎研究所
　IBMフェロー（企業研究者）

講演者

20周年記念フォーラム運営事務（株式会社プライムインターナショナル内）
TEL: 03-6277-0117　E-mail: jst20thforum_sec@pco-prime.com

参加応募締切

10月31日



 


